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決裁期日 平成１８年２月２日 
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出席者 
別紙名簿のとおり 
町長･助役･教育長、課長職 １１人、代理出席 議会事務局 藤田次長 
事務局 ２名  説明員 ３名 合計２０人  

◎町長あいさつ 

 ・平成１８年度予算案がようやくまとまった。本日最終確認したい。行財政改革を進める

  中で歳出削減を図ってきたが、８億円を超える歳入不足となっており、その対策として

  町債、繰越金、基金の支消で補っており、極めて厳しい綱渡り的な予算となっている。

 ・平成２１年度以降は、歳入に見合った歳出構造への転換を目標としているが、厳しい状

  況にある。 

 ・３月議会は、人件費等に対する厳しい発言が予測される。 

 ・総合防災訓練については、シナリオどおりに日程を消化した。ということではなく、現

  実の災害を想定し、各現場・場面に対処し、課題や問題点等については防災担当へ報告

  し、以降の訓練や、実際の災害発生時に反映できるよう望まれたい。 

 

以降、助役の進行で会議を進める。 

１ 平成１８年度各会計予算案について 

 松田政策財政班主幹：資料に基づき説明 

 ・全会計総額で、11,649,982千円（前年度比▲4.8％）となった。 

 ・添付の各資料に基づき、特に増減要因を中心に説明する。 

 ・歳入、歳出事項別明細書及び主要事業調書の校正については、本日１５時までの提出に

  変更するので、至急対応願う。 

 助役：・歳入、歳出の概要資料を基に、主な増減要因を再確認する。 

 ・起債事業計画一覧では、総額４億８千万円のうち、臨時財政対策債が２億１千万円とい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

  う状況である。また、財源補填が見込まれるものを中心に計画したものである。 



 

 ・１２月議会は、公共料金値上げの議会だった。３月は、内部改革に向けた厳しい発言も

  予想されることを意識して、３月議会、予算特別委員会に向けて準備をお願いする。 

 

２ 平成１７年度３月補正予算について 

 企画財政課長：・本日この会議前に、補正予算の町長査定を終えた。 

 ・約15,000千円の増額補正となっている。主な内容は、郷土館のアスベスト対策、清富 

  小学校の閉校対応、町税の決算見込み等による補正である。それぞれ、財務会計システ

  ムより、確認されたい。 

 助役：今回の補正は、平成18年度予算も見据え、予備費の90,000千円を確保し、18年度

  の繰越金を担保する対応を図った。今後の予算執行にあたっても、適正な執行をお願い

  する。 

 

３ その他 

（1）十勝岳噴火総合防災訓練の日程について 

 総務課長：資料に基づき概要説明 

 ・まだ流動的に要素もあるが、訓練前に目を通し訓練に望まれたい。 

 助役：住民会長懇談会の中で自主防災組織の再生について協議したが、その機運が高まっ

  ている地域もあるようだ。 

 ・事前の打合せ会議も予定されているが、それぞれで理解を深めておくこと。 

 

（2）行政サービス制限条例制定に向けた今後の取組みについて 

 税務課長：資料に基づき説明 

 ・３月議会への上程は見合わせることとしたが、遅くても９月議会上程を目標に、進める

  こととしたい。 

 ・具体的な対応スケジュールは、３月議会後に示したい。４月以降、課長会議を中心に、

  内部議論を深めたいので、協力願う。 

 助役：１月３１日の行革町民会議では、次のような意見があった。 

    ・徴収努力がもっと必要 

    ・サービス制限制度が、未納の解消に本当につながるか。 

    ・現行制度で対応すべきことが、まだまだある。 

 ・論点（税務課長から４点が示されている）を整理し、しっかり内部議論を深めていくこ

  とを全体で確認したい。 

 町長：制度を否定しているものではない。制度化に向けては、議会をはじめ町民の理解が

  重要になる。様々な課題も提起されているので、議論の時間が必要と判断した。しっか

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

  りした内部議論を求める。 

 



 

（3）その他 

 特になし 

 

町長 

 ・１２月議会に上程した手数料条例の改正について、現在特別委員会で審議いただいてい

  る。住民負担を求める内容であり、反発も大きい。このようなことからも、内部に対す

  る厳しい意見が予想される。 

 ・特に、人件費については、道職員の１０％削減、富良野市の7.8％削減という記事が紙 

  面をおどると、「わが町は ----。」との声が強くなる。 

 ・こままでにない厳しさが予想されるということを、再度肝に銘じて対応されたい。 

 ・人件費だけでなく、組織全体、各課ごとにおいても効率的な事務執行等を含め、行財政

  改革の着実な推進・実践と、その説明責任を果たしていかなければならない。 

 

11時05分終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 

 


